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研究成果の概要（和文）：高温高圧合成は常圧近傍では得ることのできない物質を合成できる有効な手法である。高温
高圧法を利用して、軽量で小型かつ安全な水素貯蔵法を実現することを目的としてアルミニウム合金水素化物の探索を
行った。探索を効率的に進めるために複数の量子ビームその場観察技術の開発を行った。
アルミニウムと銅の合金を10万気圧800℃の高温高圧下で反応させることで、目的とするアルミニウム合金の水素化物
を得ることに成功した。また、高温高圧下での金属の水素化反応をX線吸収微細構造測定や中性子線回折測定によりそ
の場観察することに成功した。

研究成果の概要（英文）：High-pressure technique is effective for realizing novel materials that cannot be 
obtained around ambient pressure. We explored novel aluminum-based hydrides using the technique to 
develop light-weight, compact, and safe hydrogen storage method. To explore these materials, various 
quantum-beam in-situ observation techniques have been developed.
We have succeeded in synthesis of aluminum-based hydride by hydrogenating Al2Cu alloy at 10 GPa and 
800°C. Hydrogenation reactions of metals have been observed in situ using x-ray absorption fine 
structure and neutron diffraction measurements.

研究分野：高温高圧合成

キーワード： 高温高圧　水素化物　放射光　中性子　アルミニウム合金

  １版



様 式

１．研究開始当初の背景
高温高圧合成は常圧近傍では得ることので
きない物質を合成できる有効な手法である。し
かし通常の合成研究と比べて、圧力が合成条
件パラメータとして加わることや合成中の試料
に関する情報を得ることが極めて困難である
ことから、そのポテンシャルを完全に発揮
ためには膨大な実験が必要となる
放射光
る高温高圧
り、高温高圧下の
で、効率的に合成研究を進めてきた。

EDXD
くの場合解決できるようになった。ここで
に他の量子ビームその場観察技術を組み合
わせることで
関わる諸現象の機構解明に必要な情報を得
られるようになると期待される。得られる情報は
高温高圧合成研究の飛躍的な発展を可能に
するものとなる。
本研究
構造(
線回折測定
測定技術の開発
はアモルファス
定などで報告があるが
れた例は無い。アルミニウムと合金を形成する
構成元素の
捉え、水素の存在状態に関する情報を得られ
る。ADXD
を観察できる。本手法を用いた
て申請者らはアルミニウムの水素化過程にお
いて、アルミニウム金属が水素化反応に先立
ち微細化するという特異な現象を見いだすこ
とに成功している
 
２．研究の目的
軽量で小型かつ安全な水素貯蔵法を実現
することを目的として、水素吸蔵合金の研究
開発が進められている。アルミニウム水素化
物 AlH
蔵し、
放出できるため、有望な水素貯蔵材料の一
つである。しかし水素放出反応後に生成され
る純アルミニウムをエネルギー効率よく再水
素化する方法が現時点では存在しないことが、
この材料を実用化する上での大きな課題とな
っている。
できる化学反応プロセスの開発が不可欠と考
えられており、
カを中心に精力的に行われている
申請者らは
るアルミニウムを水素貯蔵材料として利用する
試みとして、アルミニウムを主成分とする合金
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